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港湾の渋滞緩和

■現状認識

①東京港におけるコンテナ方―ミナル待機状況 (混雑度比較)
(1)タ ーミナル比較
青海ターミナル (ア ジア航路中心)>大井芽―ミナル

(2)コ ンテナ種別比較
輸出 : 実入り搬入 > 空コン搬出
輸入 : 実入り搬出 > 空コン返却

(3)時間帯別比較
夕 >朝 >昼間

(4)日別比較
連体前後、金曜日が混雑

②ドレージ運行の回転状況
(1)大井港頭地区⇔東京港:2回転以百(奇爵筆露普暴余写諮蒸癬婢爆餅静低下)
(2)内陸拠点⇔東京港 :1回転程度

③時間指定

(1)バ ンニング/デバンエング時固、ケーミナル搬出入旦 :荷主指定
(2)ケ ーミナル搬出入時間 :ト ラック会社運用

■問題点

(1)ゲートオープン時間とコンテナ搬出入時間のアンマッチ

■改善要望と期待効果

①改善要望
(1)CYゲートオープン時間の拡充または柔軟な対応
⇒ターミナルでの待機時間削減
⇒都心部の渋滞時間を避けたトラック運行の実現

(2)行政・船社・ドレージ会社・荷主の協業による、コンテナ・デポ (港頭地区。内陸)
の運用構築 ⇒ ゲート通過本数の削減

※問題解決に向けた運用については当事者 (ト ラック会社、ターミナル運営会社)

による調整が肝要

②期待効果
(1)ト ラック不足 。ドライバー不足への対応
(2)環境問題 (C02削減)効果
(3)コ スト削減 (ト ラック会社、荷主)
(4)公道における安全確保

(参考)海外主要港 コンテナターミナル待機時間 (長い場合)
・上海港          3時 間程度
。香港港          2時 間～3時間
・シンガポール港      2時 間 (予約制)
・レムチャバン港 (タ イ)  1時間
・釜山港          1時 間


